
　２０２４年１月１日１６時１０分頃、石川県能登半島を震源とするマグニチュ
ード７.６の地震が発生し、地震、津波、火災により甚大な被害をもたらし
ました。
　被災された全ての方々に心よりお見舞い申し上げます。皆様の安全と被
災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　ＹＭＣＡは、１月７日～９日に日本ＹＭＣＡ同盟と東京ＹＭＣＡのスタ
ッフを被災地視察に派遣し（＝２面「被災地視察報告」）、１月８日から全国
のＹＭＣＡで「１.５次避難所」の開設と運営を支援（＝下記）。１月２４日から
は、東京ＹＭＣＡよりスタッフ３人を輪島市へ派遣し、町野地区の避難所
運営支援を開始しました（＝下記、２面「YMCAの被災地支援活動」）。

能登半島地震
YMCAの経験と力を被災地のためにYMCAの経験と力を被災地のために

　１月１７日から東京ＹＭＣＡのスタッフ３人（秋田正人、中里敦、梅原大
毅）が支援活動の打ち合わせや調査のために被災地を訪問しました。その
際、東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校ホテル専攻科（当時）の卒業生であ
る大向洋介さんが、ご両親と経営される老舗旅館『能登の庄』を宿泊場所
としてご提供くださいました。建物が傾く被害を受けながらも、ＹＭＣＡ
の活動に快くご協力いただき感謝申し上げます。
　現地では宿泊場所の確保が難しく、車中泊を余儀なくされる状況のた
め、視察や今後の支援活動の際の拠点場所が大きな課題でした。「畳の上
でゆっくり休めたこと、トイレが使用できたことは大変ありがたかったで
す。電気、水のない生活が続く中で、ご自身たちも被災者でありながら、
おもてなしの心を忘れずに、遠路来た私たちに温かな食事を出してくださ
り、色々とご配慮をいただきました。」（談：中里敦）

　東京ＹＭＣＡは、ピースボート災害支援センターを通して輪島市から要
請を受け、輪島市町野町にある町野小学校・東陽中学校の両避難所の支援
を開始しました。主な役割は避難所の受付、避難者の細かなニーズ拾い、
避難所対応を行う輪島市職員のサポートなどです。
　町野町は孤立した集落地帯であり、避難者の多くは高齢者です。市では、
災害関連死の防止と落ち着いた生活環境の確保のため、被災地以外にある
ホテルや旅館などの「２次避難所」への避難を進めています。しかし、個
々の事情や地域の絆などがあり、２次避難を含めて次の決断をするまでの
道のりは容易ではありません。東京ＹＭＣＡはスタッフを交替で派遣し、
自身も被災者でありながら避難所で対応に追われる市職員の応援として、
避難者一人ひとりに寄り添い、生活をケアしています。
　また、派遣車両の駐車、派遣スタッフの生活備品の提供など、多方面に
わたり富山ＹＭＣＡにも協力いただいています。

左から秋田、大向洋介さん、
ご両親、梅原、中里

『能登の庄』で東京YMCAのスタッ
フが被災状況などを聞く様子

医療チームの企画で餅つき大会を開催町野小学校の避難所

避難所に設置された更衣室は個室ではな
く、プライベート空間は取れない（左下）

地震により倒壊した建物（左上）
火災により延焼した輪島朝市周辺（右上下）

１月７日～９日の被災地の状況

　YMCAは、内閣府とJVOAD（全国災害ボランティア支援団体ネットワ
ーク）からの要請を受けて１月８日よりスタッフを派遣し、金沢市の「い
しかわ総合スポーツセンター」に開設された「１.５次避難所」の開設準備
や運営アドバイス等を行いました。
　「１.５次避難所」とは、高齢者や障がいのある方、妊婦、乳幼児など特に
配慮が必要な方々を、ホテルなどの「２次避難所」に移ることができるま
で受け入れる施設です。
　その後も、全国のＹＭＣＡからリレー形式でスタッフを派遣し、熊本地
震や東日本大震災での支援活動の経験を生かしたアドバイス、避難所の環
境整備、各団体の調整や運営の組織化などの役割を担っています。内閣府
からの更なる要請により、２月以降も支援を継続します。

全国ＹＭＣＡで「１.５次避難所」の運営を支援

東京ＹＭＣＡが輪島市町野町の避難所を支援 国際ホテル専門学校の卒業生が宿泊場所を提供
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東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命

1・2



西東京センター現会館は西東京センター現会館は
今年度末をもって閉館します今年度末をもって閉館します

西東京の居場所事業は新たな場所へ

　本紙４月号・１０月号でもお伝えしてきましたが、西東京エリアで新たな
「居場所事業」の取り組みが始まりました。サマーキャンプに続き、１１月
より外国にルーツのある子どもたちを対象にした学習支援クラス「サニー
サイド」がスタートしています。現在２名の利用があり、担当スタッフは
試行錯誤を重ねながらも丁寧に学習支援を続けています。
　そしてこのクラスの会場ですが、今後の展開や当面のクラス規模を考慮
すると現会館では大きすぎるため、よりふさわしい場所を他に求めること
としました。幸い現会館から徒歩５分のところに一橋大学YMCA学生寮の
ホール（築４年のきれいな多目的スペース）があり、これを毎週木曜日の

クラスの時間お借りできることになりました。これに伴い、現会館は今年
度末をもって解約、閉館することが理事会・評議員会で決議・承認されま
した。現会館でのYMCAの働きは２００２年からの２２年間に及びます。この
間、多くの方々のご支援を頂きましたこと改めて深く感謝いたします。
　この地域でのYMCAの働きは「居場所事業」に形を変え、その働きの場
は新たな場所に移ります。しかし、西東京を応援してくださる方々や地域
との深い関係は変わることない大切なリソースです。この取り組みが国立
市教育委員会の後援を得られ、一橋大学YMCAとの新たな関係を築けたの
は、そのようなリソースがあったからこそです。居場所をキーワードにこ
れまでのつながりがさらに活かされ、そこに学生YMCA×都市YMCAか
ら生まれる新たな価値も加わっていくことに期待を寄せたいと思います。
なお、会員登録窓口である西東京センターの名称は継続されます。
　引き続き西東京での居場所の取り組みにご支援をよろしくお願いします。
� （副総主事　星野太郎）

ＹＭＣＡ全体
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＊�支援活動の詳細は、随時、東京YMCAのホームページで
お知らせします。

能登半島地震
「ＹＭＣＡ緊急支援募金2024」のお願い

詳細はこちら

　今後も、これまでＹＭＣＡが培ってきた災
害復興支援活動の経験をもとに、避難所の運
営サポートを中心とした支援活動を展開して
まいります。
緊急支援募金へのご協力をお願いいたします。

【募金方法】
YMCAへ直接お持ちいただくか、下記にお振込みください。
●銀行振込：三菱UFJ銀行　神保町支店　普）２３０４８０４
　　　　　　�ザイ）トウキョウワイエムシイエイ
●WEB募金（クレジットカード決済）はこちら⇒

ＹＭＣＡの被災地支援活動ＹＭＣＡの被災地支援活動

　日本ＹＭＣＡ同盟と全国のＹＭＣＡが協働し、下記４つの活動を中心に展開しています。
①募金活動
②金沢市内にある１.５次避難所の開設と運営支援（＝１面参照）
③東京ＹＭＣＡによる輪島市町野町の避難所の運営支援（＝１面、２面下記参照）
④富山ＹＭＣＡによる被災者支援活動
　→�富山ＹＭＣＡを中心に、子どもたちのリフレッシュプログラムや高齢者のプログラ
ムなど、被災した人びとに笑顔が広がる活動を全国ＹＭＣＡの協働により進める予定。

電子レンジ、加湿器（病室用）
掃除用品（クイックルワイパー、マジックリンなど）
下着、靴下、トイレスリッパ

輪島市に向かう前に支援物資を購入し、市内で被災した教会に届けた

　東京ＹＭＣＡは、輪島市からの要請を受け、町野地区にある避難所の運営をサポート
しています。中里敦を現地責任者とし、その他にスタッフ２人をリレー形式で派遣して、
２月末までを当面の予定に活動しています。

輪島市での避難所運営支援

東京ＹＭＣＡ

　各センター・学校・園に募金箱を設置。各プログラムの
中でも呼びかけを行う他、多くの子ども、リーダー、学生、
会員、職員らが参加して緊急街頭募金を実施しました。
①１月９日（火）、高田馬場駅周辺、参加者２１人、募金額　５５,７３１円
②１月１４日（日）、高田馬場駅周辺、参加者５９人、募金額　１３６,７０３円
③１月１７日（水）、丸の内オアゾ前、参加者３０人、募金額　１０３,６７２円
④１月１８日（木）、東陽町駅周辺、参加者７６人、募金額　２８７,８９９円
⑤１月２４日（水）、高田馬場駅周辺、参加者３４人、募金額　１４２,０２２円

募金活動

◆避難所（町野小学校・東陽中学校）の様子（１月２９日現在）　＊中里敦による報告
・�避難所は断水。電気、仮設トイレあり。近くに自衛隊が浴場を設置。避難されている
方へ３食とも手作りの食事の提供あり。断水のため洗濯できず。避難所（体育館）の
中は石油ストーブ使用。希望者にはパーテーションと段ボールベッドを配布。
・�高齢者が多いが、ほとんどの方が自立できており、比較的お元気に過ごされている。
小学生が数人、中学生が１人いる。１月２９日より町野小の登校が本格的に再開。家
屋倒壊により避難所に身を寄せる方、昼間は自宅にいるが夜は避難所に避難する方、
昼間は避難所にいるが夜は車中泊をする方などがいる。
・�地元の開業医を中心に医師、看護師、薬剤師が常駐し、通常診療も可能。発熱時など
は別室で看護。避難所外の方も受診可能。
・�ＹＭＣＡは避難所の受付業務を中心に、日々変化するさまざまな事柄に対応してい
る。避難されている方々との関係を築くことから始め、一人ひとりに向き合い、片付
けや生活環境の整備、明るい雰囲気作りな
どにも積極的に関わる。
・�ボランティアの受け入れは、交通や衣食住
の環境が整っていないため当面は不可能。
将来的なことは、現時点では未定。
・�避難所では一人ひとりの声を身近に感じ
る。それぞれの思いや困りごとは、現場に
いないとわからない部分が大きい。避難さ
れている方々が明るく頑張ろうとしている
ので、「一緒に頑張りましょう」という気
になる。

避難所を土足禁止にするため、避難者
と共に段ボールで下駄箱を作る

◆物資の支援（１月２８日）
　第２期派遣・同行スタッフが、下記
の物資を届けました。皆様からの「能
登半島地震ＹＭＣＡ緊急支援募金」を
用いましたことを、感謝をもってご報
告いたします。
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弾
が
開
く
と
、
中
に

入
っ
て
い
る
２
０
２
本
の
５

０
０
ｍ
ｌ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
形
状
、
大
き
さ
の
も
の
が

広
範
囲
に
散
布
さ
れ
ま
す
。

地
上
か
ら
も
多
連
装
ロ
ケ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
の
を

発
射
で
き
ま
す
。
広
範
囲
に

被
害
が
拡
散
し
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
の
多
く
は
不
発
弾
と

な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、

長
期
に
わ
た
り
人
々
を
無
差

別
に
殺
傷
し
ま
す
。
特
に
、

逃
げ
遅
れ
た
り
、
危
険
に
敏

感
に
反
応
し
に
く
い
子
ど
も

が
最
大
の
被
害
者
と
な
り
ま

す
。
紛
争
後
も
処
理
が
困
難

で
、
今
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
投
下
さ
れ
た
ク
ラ
ス
タ

ー
爆
弾
が
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
発

見
さ
れ
ま
す
。
数
十
年
に
わ

た
っ
て
被
害
が
継
続
す
る
非

人
道
的
な
兵
器
を
禁
止
し
よ

う
と
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
で
き
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市

民
が
立
ち
上
が
っ
た
の
が
今

か
ら
２０
年
前
の
１１
月
。
我
々

は
、
対
人
地
雷
の
禁
止
条
約

を
成
立
さ
せ
た
後
に
、
ク
ラ

ス
タ
ー
爆
弾
の
禁
止
に
向
け

て
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。「

包
括
的
な
禁
止
」

と
被
害
者
支
援
を

柱
と
し
た
条
約

　

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
包

括
的
な
禁
止
」。
製
造
や
使

用
は
も
ち
ろ
ん
、
備
蓄
も
移

譲
も
禁
止
で
す
。
ま
た
、
被

害
者
の
支
援
も
大
き
な
柱
と

な
り
ま
し
た
。
軍
縮
条
約
は

兵
器
を
取
り
締
ま
る
条
約
を

指
し
、
多
く
の
場
合
、
被
害

者
支
援
や
そ
の
た
め
の
国
際

協
力
の
推
進
に
つ
い
て
は
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
対

人
地
雷
禁
止
条
約
、
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約
で
は
、

被
害
者
の
救
済
な
し
に
は
問

題
は
解
決
し
な
い
こ
と
を
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
市
民
が
訴
え
た
結

果
、
初
め
て
そ
の
よ
う
な
条

項
が
含
め
ら
れ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
父
親
が
被
害
に
あ
う

と
家
族
が
路
頭
に
迷
う
の

で
、家
族
も
犠
牲
者
。ま
た
、

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
大
量
に

落
と
さ
れ
た
ぶ
ど
う
畑
で
は

も
う
収
穫
が
で
き
ず
、
経
済

的
な
打
撃
が
大
き
い
こ
と
か

ら
そ
れ
も
犠
牲
だ
ろ
う
と
、

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約

で
は
犠
牲
者
の
定
義
を
広
く

と
っ
た
の
で
す
。
定
義
を
拡

大
で
き
た
要
因
と
し
て
、
１０

年
前
に
対
人
地
雷
禁
止
条
約

が
成
立
し
て
い
た
こ
と
と
、

障
が
い
者
権
利
条
約
の
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
障
が
い
者

と
は
誰
か
、
支
援
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
国

際
社
会
で
深
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁

止
条
約
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

日
本
の
対
応

　

現
在
、
条
約
の
加
盟
国
は

１
２
０
を
超
え
る
の
で
す

が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
ア
メ

リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、中
国
、イ
ン
ド
、パ

キ
ス
タ
ン
、北
朝
鮮
、韓
国
、

ロ
シ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど

が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の

関
係
で
当
初
は
消
極
的
で
し

た
が
、
当
時
の
福
田
首
相
が

方
針
転
換
を
し
て
加
盟
し
ま

し
た
。

　

話
を
今
に
戻
し
ま
す
と
、

今
年
の
７
月
に
ア
メ
リ
カ
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
ク
ラ
ス
タ
ー

爆
弾
を
供
与
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
「
国
際
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
非
人
道
的
兵
器

だ
か
ら
供
与
で
き
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
つ

い
に
折
れ
て
供
与
を
決
定

し
、
当
月
２０
日
に
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
が
使
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
供
与
に
対
し

て
、
日
本
は
「
あ
く
ま
で
も

２
国
間
の
や
り
取
り
」
と
し

て
コ
メ
ン
ト
を
控
え
、
多
く

の
国
々
の
失
望
を
招
き
ま
し

た
。
市
民
社
会
も
、
条
約
加

盟
国
で
あ
る
日
本
の
責
任
に

対
し
て
か
な
り
敏
感
に
反
応

し
ま
し
た
。

市
民
が
推
し
進
め
る 

人
道
的
軍
縮

　

対
人
地
雷
禁
止
条
約
が
で

き
て
、
そ
の
約
１０
年
後
に
ク

ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約

が
、
そ
の
約
１０
年
後
に
核
兵

器
禁
止
条
約
が
で
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
市
民
が
声

を
上
げ
て
「
軍
縮
と
は
兵
器

を
な
く
す
だ
け
で
は
な
く
、

兵
器
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
人

々
や
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地

域
を
救
済
し
て
い
こ
う
」
と

い
う
考
え
方
を
推
し
進
め
た

か
ら
で
す
。
国
家
よ
り
も
一

人
ひ
と
り
の
安
全
と
福
祉
を

守
る
こ
と
を
軍
縮
を
通
じ
て

考
え
る
と
い
う
の
が
、
人
道

的
軍
縮
の
考
え
方
。
兵
器
が

も
た
ら
す
環
境
的
な
影
響
―

こ
の
〝
環
境
〟
も
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
例
え
ば
、
南
北
朝

鮮
の
Ｄ
Ｍ
Ｚ
（
非
武
装
中
立

地
帯
）
に
は
、
世
界
一
密
集

し
て
大
量
の
対
人
地
雷
が
埋

め
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

７０
年
に
わ
た
り
人
間
が
立
ち

入
ら
な
か
っ
た
お
か
げ
で
豊

か
な
自
然
環
境
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
地
雷
を
除
去
す
る
に

は
、
そ
の
木
々
を
全
部
伐
採

し
、
そ
こ
に
住
む
動
物
た
ち

を
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
韓
国
の
中
で
も
議
論
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

環
境
も
汚
染
す
る
も
の
と
し

て
軍
縮
や
軍
備
管
理
と
い
う

こ
と
が
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
人
道

的
軍
縮
の
考
え
方
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
由
」の
重
要
性

　

軍
縮
の
話
は
そ
こ
ま
で
と

し
て
、
市
民
が
平
和
を
紡
ぐ

た
め
の
前
提
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
７２
年
か
ら

毎
年
報
告
し
て
い
る
世
界
の

市
民
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ

を
見
ま
す
と
、
圧
倒
的
に
、

ア
フ
リ
カ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
で

自
由
が
な
い
こ
と
が
目
立
ち

ま
す
。
ア
ジ
ア
で
自
由
な
の

は
日
本
、韓
国
、台
湾
の
み
。

そ
れ
以
外
の
国
は
自
由
で
は

な
い
、
あ
る
い
は
一
部
し
か

自
由
が
享
受
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
冷
戦
終
結
後
、

世
界
の
自
由
度
は
広
が
り
ま

し
た
が
、
２
０
０
０
年
頃
か

ら
頭
打
ち
に
な
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
む
し
ろ
低
下
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
９
１
１
が

大
き
く
、
対
テ
ロ
戦
争
と
い

う
こ
と
で
世
界
の
状
況
が
不

安
定
に
な
り
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
国
家
権
力
が
強
く

な
り
、
市
民
の
自
由
が
規
制

さ
れ
る
よ
う
な
流
れ
が
世
界

的
に
で
き
た
と
指
摘
で
き
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
１７
年
間
で
、
メ
デ
ィ

ア
の
自
由
度
に
関
す
る
指
標

で
０
点
を
獲
得
し
た
国
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
表

現
の
自
由
と
い
う
指
標
も
ど

ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
ま
す
。

誕
生
し
た
ば
か
り
の
民
主
的

な
制
度
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

て
、
国
に
よ
っ
て
は
、
市
民

の
自
由
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

賛助会年会・アドバイザー会を開催

「
市
民
が
紡
ぐ
平
和
」

　東京ＹＭＣＡを支えて下さる賛助会員への感謝を表し、最新の事業報告を
行う「賛助会年会・アドバイザー会」が１１月１０日（金）、賛助会員でもある
芝パークホテルで開催されました。賛助会企業１５法人をはじめ、アドバイザ
ーや評議員、スタッフなど、合計４１人が出席。永年継続会員１３法人と新入会
員２法人（＝右記）には、氏家純一賛助会会長（株式会社氏家経済研究所代
表取締役）より感謝状が贈呈されました。
　第二部では、中央大学総合政策学部教授の目加田説子さんより「市民が紡
ぐ平和」と題した講演をいただき、人道的軍縮や市民参加の必要性について
学びの機会を持ちました。（広報室）

上智大学外国語学部比較文化学科
卒業。大阪大学大学院国際公共政
策研究科にて博士号を取得後、財
団や民間放送局勤務。２００４年か
ら中央大学総合政策学部教授。専
門は、国際公共政策、トランスナ
ショナル市民社会論。特定非営利
活動法人「地雷廃絶日本キャンペ
ーン（ＪＣＢＬ）」副代表理事。Ｔ
ＢＳテレビ「サンデーモーニン
グ」のコメンテーター、『東京新
聞』のコラム「時代を読む」を執
筆（５週間に１回）するなど、メ
ディアでも幅広く活躍。

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）」副
代
表
理
事

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ

で
も
、
半
世
紀
前
に
比
べ
る

と
、
今
の
世
界
は
格
段
に
自

由
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指

摘
で
き
ま
す
。
市
民
が
市
民

と
し
て
声
を
あ
げ
る
た
め
に

は
、
表
現
の
自
由
や
結
社
の

自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
３
、

４
人
で
行
動
す
る
と
必
ず
解

散
さ
せ
ら
れ
、
活
動
が
ど
ん

ど
ん
ア
ン
グ
ラ（
非
合
法
化
）

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
発

言
の
自
由
や
報
道
の
自
由
が

守
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

我
々
が
し
て
い
け
る
の
か
と

い
う
こ
と
も
一
つ
の
課
題
か

と
思
い
ま
す
。

ポ
リ
ク
ラ
イ
シ
ス
に

対
す
る
危
機
感
を

　

最
後
に
、
ポ
リ
ク
ラ
イ
シ

ス
に
つ
い
て
。
気
候
変
動
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ど
の
よ
う

な
問
題
で
も
、
巨
大
リ
ス
ク

を
も
た
ら
す
よ
う
な
ク
ラ
イ

シ
ス
が
二
つ
以
上
同
時
に
発

生
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

象
が
別
々
に
起
き
た
時
と
は

違
っ
て
何
倍
も
の
複
合
的
な

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
１
＋
１
＝
２

で
は
な
く
１
＋
１
が
５
に
も

１
０
０
に
も
な
り
得
る
危
機

と
し
て
、
今
年
の
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
通
称“

ダ
ボ
ス
会

議”

）
で
登
場
し
た
キ
ー
ワ

ー
ド
で
す
。「
市
民
が
紡
ぐ

平
和
」
と
言
う
と
、
軍
縮
や

安
全
保
障
な
ど
、「
戦
争
が

な
い
世
界
に
」
と
す
ぐ
に
考

え
が
ち
で
す
が
、
も
っ
と
身

近
な
ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
１９
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）、
環
境

破
壊
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ

ミ
の
問
題
な
ど
、
ど
ん
な
問

題
も
全
部
つ
な
が
っ
て
い

て
、
そ
れ
ら
が
絡
み
合
っ
て

同
時
に
発
生
す
る
と
想
像
を

絶
す
る
よ
う
な
危
機
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。　
　

　

一
つ
の
例
で
す
が
、
イ
ン

ダ
ス
川
の
水
源
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
の
氷
河
で
、
中
国
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
を

ま
た
い
で
流
れ
、
約
３
億
人

の
生
活
を
支
え
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
温
暖
化
の
影
響
で
氷

河
が
減
少
し
、
世
界
銀
行
の

予
測
に
よ
る
と
、
２
０
５
０

年
に
は
南
ア
ジ
ア
地
域
で
１５

億
～
１７
億
人
が
水
不
足
に
陥

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
イ
ン
ダ
ス
川
の
水
源

地
域
は
中
国
の
管
理
下
に
あ

り
、
中
国
と
イ
ン
ド
・
パ
キ

ス
タ
ン
の
間
で
水
問
題
は
す

で
に
重
要
な
テ
ー
マ
。
そ
の

３
カ
国
は
核
保
有
国
で
す
の

で
、
水
紛
争
が
高
じ
て
万
が

一
に
も
武
力
紛
争
、
核
戦
争

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
場

合
、
想
像
を
絶
す
る
人
道
危

機
に
直
面
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
武
力
攻
撃
に
よ
る
火

災
で
発
生
し
た
灰
な
ど
が
地

球
大
気
に
広
が
っ
て
太
陽
光

を
遮
断
し
、
地
球
の
寒
冷
化

に
よ
る
飢
餓
状
態
も
起
き

る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
ポ

リ
ク
ラ
イ
シ
ス
。
一
つ
ひ
と

つ
の
現
象
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て

影
響
を
及
ぼ
し
合
う
時
に
ど

の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し

う
る
か
を
常
に
念
頭
に
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

複
雑
な
課
題
へ
の

対
応
に
不
可
欠
な

市
民
参
加

　

か
つ
て
は
、
軍
縮
や
安
全

保
障
の
分
野
に
市
民
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
関
与
す
る
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
冷
戦
後

こ
こ
３０
年
ほ
ど
は
、
複
雑
化

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
政
府
や

企
業
、
国
際
機
関
、
宗
教
団

体
、
労
働
組
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

市
民
、
地
方
自
治
体
な
ど
も

参
加
す
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解

決
し
て
い
く
し
か
物
事
は
進

ま
な
い
と
い
う
理
解
が
共
通

認
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言

え
ま
す
。
市
民
が
活
発
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、
表
現
の

自
由
、
結
社
の
自
由
と
い
っ

た
仕
組
み
、
制
度
が
整
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
も
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。
今
起
き
て
い
る
危
機

に
加
え
て
今
後
起
こ
り
得
る

危
機
に
ど
う
対
処
し
て
い
く

の
か
、
我
々
も
視
野
を
広
げ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

�

（
ま
と
め
・
広
報
室
）

２０２３年度　表彰賛助会員
継続５５年…………………………………
株式会社日清製粉グループ本社
株式会社三井住友銀行
ユアサハラ法律特許事務所
ライオン株式会社
継続５０年…………………………………
木村農産商事株式会社
株式会社タカサゴ
医療法人財団福音医療会
継続４０年…………………………………
山崎製パン株式会社

継続２５年…………………………………
有限会社バンノ・インターナショナル
継続５年…………………………………
株式会社AOKI
株式会社喜久多
株式会社田中屋
株式会社ノイマン
新入会員…………………………………
株式会社トランスアクト
ファイブグッド税理士法人

〈参考資料〉
※地雷廃絶日本キャンペーン
（ＪＣＢＬ）のサイトに移動

●�クラスター爆弾禁
止条約（＝オスロ
条約）について

●�対人地雷禁止条約
（＝オタワ条約）
について

目
加
田 

説
子
氏
講
演
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